
安田久男

磯濱

北川恵一 渡辺勝美
（久平）

坂本正雄
（豆腐屋）

山中教雄

（長左衛門新宅）

山中久男
（長左衛門）

山中清
（角右衛門）

山本勝治

山中政人
（万年屋）

三澤範良
（芝建）

中山志津
（三河屋）

鈴木清治
（佐平）

（床屋）

平野義雄

吉田たづ子（半左衛門）

山中吉雄（足袋屋）

山中益雄 （万竹）

横倉秀樹
（仁兵衛）

宮嵜幸雄
（権之進）

神将寺

三澤昇

三澤好夫
（たびや）

ＪＡ  ライスセンター

いっぷく
ラーメン

北川仁美
（中屋敷新宅） キ ヨ 美容室

（有）近藤運送

服部二郎
（吉兵衛）

鳥沢智
（さえむ） 石井忠

山崎

日下部元

杉本幹江尻忠

北川正美
（中屋敷）

江尻義昭
（丹波）

江尻高
（さがみや）

北川文秀
（源左衛門）

とみよし会館

平島勇（新平）

北川昭男（角右衛門）

さがみや
生そば

清幸丸水産
直売場

大滝覚
（権右エ門）

倉本弘信

満隆寺

八幡神社

鮎川徳弘
（三立）

鮎川等
（下宿）

平野武雄
（七郎兵衛の新宅）

鳥沢卓（後田） 三澤正男
（かえむ）

消防五分団機庫

能城勝

中山一郎
（中屋） 平野武 岩嵜啓

白井清
鈴木賢昭
（糀屋）

三澤雄三 （平吉）

鈴木正美（紋平）

三澤三則
（紺屋）

小林成吉
（長治）

能城政

（勘三郎）

安西政彦 鈴木精一
（ 角 ）

半沢定雄（定右衛門）

半沢充 （藤十郎）

平野宏行
（源治郎）

平野金治

鮎川正幸
（伝平）

上宿公会堂

鮎川高佳
（織衛門）

三澤貞夫
（西） 平野清

（清左衛門）

鮎川勉

鮎川忠
（七郎左衛門）

半沢忠夫
（庄右衛門）

和田善

深草泉

三澤武夫
（五郎平）

三保公会堂
三澤秀俊
（ 東 ）

（関下）

（街道）

山本耀司
（大阪屋）

三澤欣也
（大川屋）

釜神公民館

吉田忠

（鍛冶屋）

宮嵜博之
（刑部）

小倉
（萬右衛門）

（谷村新宅）

（谷村）
渡辺広

横倉計三郎
（仁兵衛新宅）

三澤陽
（建新）

北見義雄
（五兵衛）

渡邉利光
（吉次）

北川冨美
（町田）

ＪＡ
ＧＳスタンド

ＪＡ

半沢義
（庄右衛門新宅）

平野清一

（きゅうべの
とこや）

貞元親王墓 貞元村旧役場
会議室

小林豊
能城辰雄
（かじや）

１月

定例会議

１２月

１０月１５日

１０月

７月

６(７)月

５月

４月

３月

２月

１(２)月

新年会・〆張り・初午

毎月１回

集会所清掃・忘年会

八幡神社祭礼

宮薙ぎ・のぼり立て

排水路掃除

江川土手の草刈り

早苗ぶり

八幡神社春祭り

用水路掃除

どんど焼き

芝焼き

貞元の年中行事
三沢得太郎
（1857～1935）

鮎川源右衛門
（1801～1869）

鈴木重昌
（1810～1880）

祖先は相馬藩の藩士。
明治維新で藩が解体したので、得太郎の父は、
貞元に来て三沢家を継いだ。
その流れをくむ得太郎は剣道修業にはげみ『貞
元親王墓』の隣地に道場を開設し、多くの人々
に剣道を教えた。富津市や木更津からの入門者
も多かった。

幼い時から、満隆寺の僧について漢字を学び、
のち江戸に出て修業を重ねた。やがて貞元に
帰り名主や房総二州民部取締役をつとめ、その
かたわら多くの人たちに学問を教えた。

両親が江戸で働いていたので重昌は、江戸で生
れた。 当時江戸で流行中の『和算』に興味を
もち長谷川善右衛門の塾に入った。
25才のとき貞元に帰り、多くの人たちに『和算
』を教えた。 『和算』は、明治いらい西洋数
学に代られ、今日は行われていない。

貞元出身の有名人

貞元親王伝説と
 れんげの里

貞元

釜神公民館

神将寺

れんげ草（4～6月）貞元親王墓

釜神の宿・商店街の地図
（明治後半～大正前半）

鳥沢貴夫 (小6)

本顕寺

六地蔵（下の堂）

下の堂

旧貞元村役場会議室

堀井戸

佐久間玲奈（小１）

清水の不動様

中の堂貞元下宿農村協同館
どんど焼き

石井魁斗 (小6)
お神輿

力石

八幡神社

満隆寺

三保の稲荷様

さくら

アジサイ

江川にコイ稚魚の放流

薬師堂

川原堂～地蔵堂～
公会堂～公民館と
時代とともに呼名も
変わった。
昔の釜神は川原で
あった。

平田善次郎碑
JAきみつ貞元支店

従是南千葉縣上總國
君津郡貞元村村境碑

釜神橋

小
糸
川

富久橋

君津新橋

江川

貞元工区圃場竣工記念碑

貞元下宿農村協同館


